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3．　研 究 結 果
⑴　楚人冠の経歴





























































　楚人冠は渡英時に計 3 度レミントンを訪れている。1 度
目は 1907（明治 40）年 6 月 1 日～5 日であり，2 度目はそ
のわずか 10 日後，3 度目は，世界一周旅行の添乗としてロ



















































田辺市の地方新聞である牟婁新報の 1909（明治 42）年 9 月
27 日号に初めて寄稿した。この牟婁新報の熊楠の記事を




いるが，中でも 1911（明治 44）年 5 月 30 日「又しても名






















































































































































































































はじめて現れたのは，1927（昭和 2）年 1 月 30 日分であり，
「村川氏─一寸，来訪。保勝会の件を打ち合す。」39） と記さ
































　さらに，嘉納の上記の書簡から 18 日後の 1926（大正 15）













12 月 5 日に手賀沼へ実地検分に来ていたことが明らかに






























































































































































































　5 月 16 日の吉田からの書簡でまとまっていないとされ
ていた寄付金について，楚人冠の奔走ぶりがいくつかの資
料から見てとれる。まず，湖畔吟に収められている「土曜













































































































































最初に出てくるのは，1928（昭和 3）年 4 月 5 日であり，町
長らと町役場にてゴルフ場候補地のことを相談したとされ






























に 1934（昭和 9）年 1 月末の会員名簿には総務委員長，1943







































































































































































































































































































































































46）　我孫子ゴルフ倶楽部（1981）“會員名簿（昭和 9 年 1 月末日
現在）”我孫子ゴルフ倶楽部五十年史，我孫子ゴルフ倶楽部，
千葉，pp 280-286.




楽部設立趣意書─昭和 4 年 6 月─”我孫子ゴルフ倶楽部
五十年史，我孫子ゴルフ倶楽部，千葉，pp 146-149.









































worked on some activities  for preserving the  landscape with some people who owned a villa  in Abiko 
city.   He  led the activities, and played an  important role as the  inspiration.   Sixth,  their opinion about 
preserving the landscape was contrary to the opinion of the local residents.  Seventh, at first, he worked 
on some activities for preserving the landscape with villa residents, but gradually he tried to communicate 
with people in local important posts and local residents by starting some activities together.
Key words：Sojinkan Sugimura, Teganuma, Abiko, landscape, a preserving
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